カサ・アシア

カサ・アシアは2001年11月9日に、スペイン外務省、カタルニャ州自治政府、バルセロナ市役所の政府３部門によって創設された共同機関で、“アジア・太平洋諸国枠組プラン2000～2001”およびＥＵ内でのアジア新戦略に設定された目的を活動の中心とするものである。
　　スペインの外交政策においてアジア・太平洋諸国はすでに戦略目的とされており、上記の枠組プランでもアジア・太平洋諸国にスペインの存在を強くアピールするための国家政策が基本となっている。

　　カサ・アシアは、産業界・大学・一般市民の方々と一緒になって、下記の目的を遂行するための様々な企画や活動の促進、およびコーディネーターの役割を担う機関である。

目的：
· 政府機関・経済・文化・学問それぞれの分野から、スペインとアジア・太平洋諸国間関係の進展を促進する。
· スペインとアジア・太平洋諸国の社会の認識をより高めるためのいろいろな企画や活動の実現化を奨励する。

· スペインとアジア・太平洋諸国の外交関係者の方々の話し合いの場となる。

· スペインを通して成立されたラテン・アメリカ（APEC＆FOKALAE）とEUの協力関係を利用して、太平洋全地域関連のプログラム（行事計画）を助成する。
· アジア・太平洋諸国の知識に精通したスペイン人の一世代を創りあげる。

· スペインおよびヨーロッパ、アジア・太平洋諸国の人々の集まりの場となる。

組織図
共同機関であるカサ・アシアは、名誉支援者、理事会（メンバー１８人）、理事代表部（代表６人と理事１人）から構成されている。
また、相談顧問、外交顧問、ビジネス・センターの経済顧問から成り立っている。
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カサ・アシアの本拠地パラシオ・デル・バロン・デ・クアドゥラス
カサ・アシアは2003年3月より、バルセロナの新市街エンサンチェと呼ばれる中心地に本拠を置くことになった。
住所はディアゴナル通り373 （Avda.Diagonal,373）である。

パラシオ・デル・バロン・デ・クアドゥラスはカサ・グアドゥロスとも呼ばれており、建築家ブッチ・イ・カダファウク（Puig i Cadafalch）による近代的小宮殿の建築物で、国の歴史的芸術モニュメントに指定されている。

この本拠地はスペインとアジアの方々の出会いの場として開放されているだけでなく、アジア・太平洋諸国の情報および教育の中心としての役割を果たすために、様々な活動に利用できる設備を設けている。
設備およびサービス
· ビジネスセンター（経済部）：

情報収集や会議、企業ミーティングのために、スペイン企業とアジア企業のアクセスが可能なビデオコンファレスシステムや多数の関連部門が設けられている。
· 情報資料室・図書館：
アジアと太平洋諸国についての専門情報を提供する目的、またカサ・アジアの教育活動を支えるために創られた情報資料とマルチメディアのセンターである。
ここには5，000部以上の刊行物だけでなく、Fonoteca（音楽資料室）、Homoerotic（DVD資料室）、Videoteca（video資料室）も設けられている。

· Fonotecaアレン・ダニエール：
アジア文化を普及させたフランス人の名のついたこのFonotecaは、彼の一括した音楽を、アジア音楽を勉強している方や愛好家に使っていただける。

ここには、アジア地域の種族３５８の音楽関係物がおいてあり、世界でも有数なものである。
· 聴講室タゴレ：
７５人収容可能なこの聴講室は、種々の活動、セミナー、講演の公的行事を実施するために使用される。

· アートギャラリー：
各地の博物館から、個人のコレクションから、また他の形によって入手した芸術品が展示される。

· 広間：

カサ・アシア本拠地には、公的・私的行事の催しのための広間があり、様々な団体や企業が活動を希望する場合に使っていただける。
· カフェテリア：
建物の一階にあり、軽食と飲み物が用意されており、どなたでもご利用できる。

· 売店：

カサ・アシアのカタログや刊行物の販売、その他のサービスも行っている。

· 作業の場として、またはセミナー・講演の場所としての講義室や教室もある。
· インフォアシア：

ここはカサ・アシアを訪れ、アジア・太平洋諸国について、またはカサ・アシアが提供する各サービスについて知りたい方々をアテンドするインフォーメーション・センターである。
ホームページ　カサ・アシア：インターネットでの情報化
カサ・アシアは様々な政府機関、民間企業、団体の国際関係を中心とした動きについて、インターネットでも情報を提供している。
この企画をもつことにより、アジア・太平洋諸国に関してのスペイン語での内容において、カサ・アシアが最大の情報源になることを目指している。
目的達成を主旨とした2002年11月から今日までのカサ・アシア　インターネット部門のステップは下記のとおりである。
ホームページ　：　


カサ・アシア　インターネット企画の進展と並行して、


ご興味のある皆様のために、



活動進展を知らせるホームページを開いた。



（www.casaasia.es）

主なサービス
ホームページには、カサ・アシアについての基本情報が掲載されている。経済・文化・ニュース・および情報資料に関しては、スペイン語・カタルーニャ語・バスク語・ガリシア語と英語に訳されており、近い将来には中国語と日本語のアジア語も載せる予定である。

　また、ホームページにはアジア・太平洋諸国についてのニュースや通信記事をカサ・アシア独自で毎日制作する情報誌を設けた。ご希望の方は我々の公報Carta　de Asia Actualidad（毎日）、Economia（毎週）を無料で申込可能である。他に、定期的に最新情報を載せるOID諸国の資料も無料で使用することができた。
ホームページには“インターネットに存在する徹底した資料のカタログ”が載っており、それによって、アジア・太平洋諸国およびその近辺におけるカサ・アシアとのつながり、情報への協力と相互交換のポリシーを創り上げる。
そのほかに、アジアで勉学の幅を広げたい学生のための“奨学金教育機関リスト”（Banco de Datos Academico）が出来上がっている。その中には400以上のプログラムからなる奨学金紹介だけでなく、各種教育やコースを提供している世界中からの教育機関が700以上も載っている。資料リストは数ヶ月後にスペインにあるアジア関連のすべての機構に反映させる。また企業や専門家の方々が付加価値の高い資料を探せるための資料、ビジネスについても同様の方法をとる方針である。

また、カサ・アシアはホームページを通して、最新の“情報ニュ―スシステム”を提供する。各国についての情報、企業リスト、市場スタディ、企業に有益な公共機関につき、すべてのリンクを提供する。　一方、世界を対象とする二社が、共同経営者や販売会社を探しコンタクトを始めるために、インターネット　カサ・アシアの中にMaketpalaceを設ける。
　アジア諸国への投資の可能性について情報を希望する企業のために、アジア在住のスペイン　コンサルタントと合意し、“付加価値の高い情報と内容”を定期的に提供していただくことになった。
　e-leaningでは、UOC（Universidad Oberta de Catalunya）大学との協議により、スペイン初のアジア学問における学位発行ができることになった。同様に何社かの企業と、アジア関連の学問に対して種々のコースの提供を始めることで合意している。
ホームページの内容は、アジア・太平洋諸国に関するすべての活動について、スペインで行われているもの、またはその逆でも反映できるように全力を尽くす。
カサ・アシアのホームページへのアクセス数は一日平均5,000件にも上る。

カサ・アシアの活動
２００２年

２００２年はカサ・アシアの立ち上げの年であった。この一年を通しての活動目的は、スペインとアジア・太平洋諸国との関係において、外交・経済・文化・学問の動きを進展させるすべての企画に強力な基盤となることであった。
実際の活動は６月から１２月までであったが、年間活動のプログラムの展開とみなしたものである。

ビジネス・センター（経済部）
活動：
ICEXの協力を得て、バルセロナ及びマドリットにて２１世紀の中国についての情報セミナー；ICEXとＣＯＰＳＡの協力を得て、経済戦略プランセミナー；スペイン・アジア・ラテンアメリカの三つの地域関係のセミナー；“中国の世界貿易機構への加入：様々なテーマについて”のアルフレッド・パストール氏の講演を実施した。

ビジネス･センターは、企業・政府機関・教育機関のそれぞれの分野からアジア経済に関する４０人の専門家が集まり、１０月に“経済セミナー”を開催した。

文化

アジア文化の知識を促進し、東洋と西洋の相互文化の対話をわかりやすくする目的で、カサ・アシアは９月に文化プログラムとして１３の催しを行った。中でも“アジア・フェスティバル”は大きな成果をあげ、バルセロナの町は3日間というものアジアの首都となった。

11月にカサ・アシアは、スペインの中のアジアに大いなる関心をもつ政府機関とその文化部門の推薦と協力の申込を表明する目的で“文化会議”を開いた。
教育・学問のついての活動

カサ・アシアの教育関係のプログラムは大きく二つに分ける：大学と小・中高等学校。
大学関係の企画は、通学もしくはオンライン、大学院コースで学んだのちに、学位・マスターの資格を与えることにより、スペインでのアジア学問の統一化を図る。

小・中高等学校関係のプログラムにおいての教育者の考えは子供達や若者がより素晴らしい相互知識が持てるように、交換学生・作業所・他の学習機関との合意によるコース等を通してマルチ文化に親しむことである。

カサ・アシアは１０月に、１５ヶ所以上の大学と他の学習機関から６０人の代表を集めてアジア・太平洋諸国についての“学校に関する会議”を開催した。その目的は、現代社会において必要性に適合する、実質的で将来に役立つ相互合意した学校を提供するための戦略を作り出すことであった。
アジア　ミーティングの場

ここはカサ・アシアがアジアについての発言者、意見リーダー、専門家のために設けた場所で、オープニングは東ティモールの外務大臣でノーベル賞受賞者のホセ・ラモス・オルタ氏によって６月に行われた。ここで意見を述べられた著名な方を挙げると、ジョナサン・スペンス氏、スペイン外務大臣でありカサ・アシアの理事会会長でもあるアナ・パラシオ女史、インターアメリカ発展銀行頭取のエンリケ・イグレシアスである。
講演、セミナー、刊行物

アジア　ミーティングの場と同様に普及させることを目的とし、いろいろな講演・セミナー、例えば、“９月１１日以降のアジアと世界”、“スペイン、ラテンアメリカ、およびアジア・太平洋諸国関係　第２弾”等が開催された。
また、刊行物では“アジア・太平洋諸国内での新国際政策”、“円滑な動き：スペイン、ラテンアメリカ、アジア・太平洋諸国の３地域関係においての可能性とチャレンジ”、“１６世紀から２０世紀におけるスペインとフィリピンの関係”の発行を予定している。

２００３年

２００３年のカサ・アシアの目的は、２００２年と同じく、一括した活動によってスペイン内でアジアに関する知識が拡大し継続すること、またその逆も同様である。
カサ・アシアの本拠地がパラシオ・デル・バロン・デ・クアドゥラスに置かれること、さらに“名誉支援者”、“理事会”、その下に“理事会代表”をおいた組織図が正式に成立することにより、上記の目的がより一層確実になることが明らかである。
主な活動

経済分野では“第２回カサ・アシアの経済セミナー”が開催される。この企画には多くの専門家が参加し、アジア地域とスペインの経済関係の強力化を狙いとしている。

カサ・アシアの経済顧問部が創設される。ここはカサ・アシアのビジネスセンターとつながっており、企業の代表者とアジア・太平洋諸国の経済と企業の経験者、知識人とで形成される。
これと並行して下記のプログラムが組まれている。アジアへの投資の資金融資方法についてのセミナー、中国からスペインへの観光客の誘致について、中国のOMCへの加入についてのスタディーおよびアジアへ向けたEUのポリシーについて等。

カサ・アシアの協力のもとに、バルセロナで開催される“第２回スペイン・日本フォーラム”は、経済と文化分野においてのスペインと日本関係について反映する主な枠組みが基本となる。

“文化”活動では、３月のカサ・アシア本拠地のオープニング・セレモニーと一致して

“素晴らしき存在：インドとヒマラヤの芸術”が催される。この展示会にはヨーロッパと北アメリカの博物館あるいは個人のコレクションから集められた二つとない６０点が展示される。

カサ・アシアはイラン近代文化に近づくことと、首都の雰囲気を楽しむ意図をもって初めてARCO見本市に参加した。テーマは“イラニアン・プール”。
昨年に続いて開催予定の“アジア・フェスティバル”は、３日間に集中させアジア諸国のいろいろな文化の催し、思考・芸術・生活様式の相互理解と交換を実現させ、昨年よりさらに充実させることを目指している。

“バルセロナ　アジア国際映画祭”、舞台人フェデリック・アマットゥ、ハイメ・ソベル、マノロ・バレンシアの舞台も今年の文化活動のプログラムの一つである。
スペイン内にてアジア関係の勉学をする学生を奨励し、コーディーネートすることを目的とするカサ・アシアの“教育”分野は、今年ポンペウ・ファブラ大学、バルセロナ自治大学、マドリット自治大学、カタルーニャ・オベルタ大学のオンラインでアジア学問について４つの学位を授与することになった。
カサ・アシアの新拠点パラシオ・デル・バロン・デ・クアドゥラスのオープニングにあたり、“竹の学校”と称して小中学生の活動をすることとなった。

“アジア　ミーティングの場”はいろいろな活動のほかに、次のプログラムを予定している。フィリピンについて、チベットの神話についての講演、韓国再統一についてのセミナー、中国新政権について、アジアのイスラムについて。

オープニング・セレモニー展示会：　インド・ヒマラヤ芸術

この展示会にはヨーロッパと北アメリカの博物館、公共機関、個人収集家から集められた６０点の作品が並べられており、地方ごとの異なった文化を見せてくれる。

インドの彫刻（１～３世紀）、モンゴルのブロンズ像（１８世紀）、ネパールの真鍮小製品（５～１３世紀）、チベットの布絵画（１３世紀）など。これらの貴重な展示物をこのように一度にみることは大変難しいことである。

展示物は“The Metropolitan Museum of Art”、“Asia Society of New York”、“San Antonio Museum of Texas”から来たもの、また小さな展示品はRechard Gere ,Robert Ellsworth, David Nalin, Rajiv Chaudriの個人収集家の方々から譲られたものである。

展示会は３月２７日より６月２２日までパラシオ・デル・バロン・デ・クアドゥラスの３階にて一般に公開される。大きなギャラリー３つと小さな部屋２つを含めた３００平方メートルの展示場と一緒になっている。

展示会は、アジア芸術のスペシャリストJane Casey氏が委員となり、Jane Casey、Naman Ahuja、David Weldon氏の説明つきのカタログが３ヵ国語（カタルーニャ語、スペイン語、英語）で紹介されている。
カサ・アシア
事務所：ディアゴナル通り（Avenida Diagonal）４９０、４－１、08006バルセロナ
本拠地：パラシオ・デル・バロン・デ・クアドゥラス（Palacio del Baron Quadras）
ディアゴナル通り（Avenida Diagonal）３７３、08006バルセロナ

www.casaasia.es
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